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2025 年 10 月 １ 日 

ＪＲ東日本秋田支社  

エキマエ、はじまる。さんど市 10 月期 

「にぎわい、あじわい、読書の秋」を開催します！ 

  

１ 開催概要 

日 時：2025 年 10 月 11 日（土）10 時 00 分から 15 時 00 分まで 

場 所：秋田駅西口駅前広場（芝生広場） 

主 催：JR 東日本秋田支社 

後 援：秋田県、秋田市 

協 力：秋田市中央図書館 イソップ号・フォンテ文庫 

       ほんのたねあきた（桜ブックス、本丸ワイワイブック） 

秋田市文化創造館、秋田市「文化創造プロジェクト」 

matatabi oven、KOPAN、笑 caf’e、きのうちふるぎ、 

※荒天等により、中止または内容が変更となる場合があります。 

 

２ イベント内容 

⑴ 本ブース 

  ① 移動図書館 イソップ号・フォンテ文庫【会場図 A1】 

    移動図書館 イソップ号にて本の貸出を行います。 

    また、紙芝居等のおはなし会も行います。 

  ② ほんのたねあきた【会場図 A2】 

    桜ブックス、本丸ワイワイブックによる、古本の販売を行います。 

     

⑵ 読書ブース【会場図 B】 

お客さまが自由に利用できるゴザやいす、テーブルを用意していますので、 

ゴザやいすに腰掛けて読書をしたり、芝生に寝転がってゆっくり本を読むことができます。 

 

 

 

JR 秋田支社では、秋田駅周辺のにぎわいを創出するため、2021 年 11 月から「エキマエ、はじまる。さんど市」を

開催しています。10 月期は「秋を楽しもう」をテーマに「にぎわい、あじわい、読書の秋」を開催します。 

芝生広場には「読書の秋」にちなんで移動図書館や古本販売のブースを設置します。また、「食欲の秋」を感じら

れるキッチンカーも設置し飲食もお楽しみいただけます。 

秋の静かなひとときにぴったりの体験を芝生広場でご用意していますので、この機会にぜひお越しください。 



⑶ 飲食ブース【会場図 C】 

出店名 提供商品 

matatabi oven 焼芋 

KOPAN カレーパン、生ドーナツ 

笑 caf’e 韓国総菜セット、いぶりがっこチップスサラダ等 

 

⑷ 文化創造館ブース【会場図 D】 

地域の事業者が主体的に関わる機会を創出するため、秋田市文化創造館と連携したブースの出店を行います。 

以下の内容で出店します。 

① 文化創造館のイベント紹介 

リソグラフ印刷機を利用できるプログラム「リソの日」や ZINE の公募販売企画「ZINE STORE AKITA」など、 

本づくりや出版に関わる取り組みを紹介します。 

② 文化創造館屋外エリア利用者による出店 

・きのうちふるぎ、（古着の販売） 

・ゴザ活（ゴザの上で趣味や特技をシェアする活動の実施） 

③ 有志市民による活動 

秋田駅前エリアを拠点に活動する「秋田まちなか作戦室」のメンバーが、芝生広場の新しい使い方を実践します。 

日常ではなかなか体験できない過ごし方を通して、公共空間の活用方法を探ります。 

 

※出店内容や出店数は変更となる場合がございます。 

 

⑸ 受付・情報発信ブース【会場図 E】 

秋田市による、あきた芸術劇場ミルハスや周辺文化施設のイベント情報等をお届けします。 

また、JR 秋田支社公式 X「アキツガ info！」を新規フォローまたは指定された投稿の 

引用リポストしていただいた方を対象に、5 種類の中から 1 種類が必ず当たる 

「おらわんノベルティカプセルトイ」を用意しています。 

 

３ 11 月期のエキマエ、はじまる。さんど市について 

11 月 15 日（土）に「津軽 PR」をテーマにしたイベントを開催予定です。 

 

「エキマエ、はじまる。さんど市」とは・・・ 

プロジェクト名の「エキマエ、はじまる。」と「さんど市」を掛け合わせたものです。「さんど」とは第３土曜日に開催されること、ま

た様々な具材があるサンドイッチになぞらえて、秋田駅周辺の事業者との融合や幅広いコンテンツを織り交ぜた催しであること

を「さんど」で表しています。そして、多くの人が集う場所を意味する「市」をとって「さんど市」としました。 

 

※画像はすべてイメージです。 

 

 

【おらわんノベルティー】 


